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◆チッソ労使関係史から見えてくるもの―責任ある労働運動が拓く地域社会の未来／石井まこと
◆両立支援から女性活躍へ：これからの労働組合／池田心豪◆労働組合という選択肢―身近な労
働組合の可能性／本田一成◆コーポレートガバナンス改革と労働組合の存在意義／麻生裕子◆他

【特集】労働組合の社会的役割と未来　
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◆実践科学として社会に貢献する人間工学／吉武良治◆コロナ危機に人間工学ができること／下平
義弘◆在宅ワーク・在宅学習で実践できる７つの人間工学ヒント／松田文子◆コロナ危機対応で広
がる人間工学の応用と工夫／八木佳子◆With/Afterコロナにおける教育現場の実践／加藤麻樹◆他

【特集】新型コロナウイルスと新しい労働生活⑴　人間工学の寄与

8
◆パンデミックの歴史が警告するもの／濱田篤郎◆新型コロナの仕事や生活への影響と課題／渡邊
木綿子◆新型コロナ影響下の教職員の労働実態とその課題／藤川伸治◆新型コロナウイルス感染
症と安全衛生・労災補償／天野理◆ごみ収集作業への市民の感謝が意味すること／藤井誠一郎◆他

【特集】新型コロナウイルスと新しい労働生活⑵　
ウィズ・コロナで問われること　9

序　章　 政治・経済の動向と労働問題の焦点
≪特集1≫　『日本労働年鑑』の100年
　　　　　　　　̶̶時代を反映した構成の推移
≪特集2≫　社会保障制度とその財源
　　　　　　　　̶̶格差縮小による経済成長と
　　　　　　　　̶̶財政赤字のもとでの社会保障
　　　　　　　　̶̶財源の確保
第１部　労働経済と労働者生活
第２部　経営労務と労使関係
第３部　労働組合の組織と運動
第４部　労働組合と政治・社会運動
第５部　労働・社会政策
≪付録≫　労働組合の現状 ／労働組合名簿／統計／年表

特
集
一年間に起きた社会・労働分野の変化と

課題がわかる貴重なデータブック
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本年鑑５つの特徴
❶その年に起きた社会・労働分野の変化や問題、
課題を正確に記録、解説。
「特集」と「5つの基本テーマ」で構成、収録。
❷特に重要なテーマについては、「特集」でさらに
深く詳しく解説。

❸政治・経済・経営・社会保障などの視点からも論述。
❹理解が深まる豊富な図表とグラフ。
❺社会全体の動きやポイントになる出来事を
　６つの分野に分けて「年表」で巻末に収録。

本体15,000円+税
A5判・上製・544頁

――おもな内容――

『日本労働年鑑』は、日本の社会、政治、社会政策
の現在と過去の変容に関心のある人にとって貴重な
情報源となります。過去50年で、おそらく今日ほど労
働問題とそこから派生する経済、教育、社会福祉、社
会運動の諸分野の課題が多くの人々の関心を呼んで
いる時期はありません。私がこれらの問題について調
べるとき、バランスのとれた詳しい情報源として最初に
参照するのは『日本労働年鑑』です。

ハーバード大学歴史学部教授（日本近現代史、労働史）

アンドルー・ゴードン
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